
パターン １３‐① （トゥ・ファイブ〈Ⅱ－Ⅴ〉系パターン A） 

 

Verse（テーマ）＆Ending（終止） 

 

 

Bridge（展開部） 

 

メモ 

①Ⅱ‐Ⅴとは、4 度上のコードへ進む安定したコードチェンジパターン。Dm7→G7→Cmaj7、は 4

度進行。また Cmaj7の代理として Em7とすれば次の Am7も 4度上（もしくは Am7を Cmaj7の

次にくる Fmaj7の代理と考えても可）。ジャズ、ポップスによくみられる。展開部もⅡ‐Ⅴを多用 

②ジャズミュージシャンはⅡ‐Ⅴの進行によくアドリブを行う。進行としては気持ちよいが、メロデ

ィ（アドリブ）をどのようにコード音とずらすかが作家や演奏者の力量か？ 

⇒“いっそセレナーデ（井上陽水）”、“枯葉”など 
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